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　水揚げ量3年連続日本一、大規模な工場や商業施設が続々と進出してきた八戸の黄金期ともいえる昭和40年代の
八戸を、写真パネルと新聞記事で紹介します。

日時 7月21日（日）13：30〜15：00
場所 はちふくプラザねじょう 多目的ホール
内容 �昭和40年代の八戸の中心街の様子を、体験談を

もとに紹介
講師 十

と お か い ち

日市秀
しゅうえつ

悦（タレント）
定員 �300人〈6月29日（土）9：00から博物館で入場整理

券配布※1人2枚まで〉　

講演会
「昭和40年代は熱かった-人も町もアッタラゴドも-」

日時 8月18日（日）13：30～15：00
場所 八戸市博物館  体験学習室
講師 髙

た か は し

橋俊
と し ゆ き

行（八戸地域社会研究会）
申込開始日 7月20日（土）9：00

ギャラリートーク

日程 7月20日（土）・8月11日（日）
内容 特別展の見どころを学芸員が紹介

夏季特別展

7月20日（土）～9月16日（月・祝）博物館

講演会「モノクロからカラー時代の幕開け
-昭和40年代の八戸市民の暮らしと経済-」  要申込 

八戸市博物館
Ｔ44-8111 住根城字東構35-1 休7/22・29、8/19・26、9/9 【観覧料】一般300円、高校・大学生150円（団体料金あり） 
※小・中学生は無料、市内65歳以上・障害者手帳をお持ちの人と同伴者1人は半額

きらめく八戸 -写真・新聞で見る昭和40年代-
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日時 7月14日（日）、9月1日（日）
　　 （各日2回 11：00、14：00）
講師 同館職員

ギャラリートーク

　是川縄文館は、植物考古学者の佐
さ さ き

々木由
ゆ か

香さんと編組技法からみた縄文時代の技術知の解明をテーマに、中居遺
跡出土の編みかごなどの分析を進めてきました。本展覧会では、3年間にわたる共同研究から明らかになった、かご
の素材や製作技法を紹介するとともに、縄文人の植物利用や資源管理に迫ります。

　「こけし」は東北地方に伝わる郷土玩具です。本展では、「こけし」について各系統などを紹介しながら、その魅力
をお伝えします。

南郷歴史民俗資料館
Ｔ83-2443 住南郷大字島守字小山田7-1 休7/16・22・29、8/19・26 【観覧料】一般200円、高校・大学生100円 

（団体料金あり） ※小・中学生は無料、市内65歳以上・障害者手帳をお持ちの人と同伴者1人は半額

埋蔵文化財センター是川縄文館
Ｔ38‒9511 住是川字横山1 休7/1・8、8/19【観覧料】一般300円、高校・大学生150円（団体料金あり） 
※中学生以下は無料、市内65歳以上・障害者手帳をお持ちの人と同伴者1人は半額

日時 会期中の毎週（土）14：00
※8月31日は10：00

ギャラリートーク

日時 8月31日（土）14：00～16：00
演題 �「縄文時代を編む」
講師 佐々木由香（金沢大学特任准教授）

－第4期共同研究展示－

重要文化財
八戸市中居遺跡
縄文時代晩期　是川縄文館蔵

《籃
ら ん た い

胎漆器と解析データ》
実物       解析データ

myかご割引

特別展会期中、天然素材のかごを持ってご見学
の人は、団体料金でご覧いただけます。

こけし特別展 -みんな なかよし-

こけし絵付け体験  要申込 

日時 7月21日（日）14：00
場所 島守コミュニティセンター
講師 相

あ い は ら

原聡
さ と こ

子（原郷のこけし群西田記念館学芸員）
定員 20人
申込開始日 6月25日（火）9：00

日時 8月24日（土）13:00
場所 島守コミュニティセンター
協力 こけし工房t

ツ ナ ガ ル

suN'agaru
定員 20組
参加費 �無料 

※こけし1体提供、追加1体1,500円（当日お支払い）
申込開始日 7月25日（木）9：00

南郷歴史民俗資料館 7月13日（土）～9月1日（日）

縄文の編み/組みの探求特別展

7月13日（土）～9月8日（日）是川縄文館

かごの秘密を
解き明かするん♪

講演会「こけし入門」  要申込 

特別展考古学講座  要申込 

究


